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●アウトライン 

１．お金という魔物 

 ・金持ちの青年はどんな人であったか。 

 ・永遠の命を得る＝神と共に歩む＝神の掟に従って歩む 

 ・「自分には何かが欠けている」と思っていた青年 

 ・キリストは彼の欠けているもの、罪を明らかにされた。 

 ・お金に心を支配される私たち人間の姿 

 ・聖書が語る富の危険性 

２．お金からの解放 

・らくだが針の穴を通るよりも 

・「それは人間にできることではないが、神は何でもできる」 

→「With men this is impossible, but with God all things are possible」 

・「金持ちの青年→ザアカイ」という聖書の構成 

・神はお金の支配から私たちを解放し、本当に大事なものを見つめるようにしてくださ 

る。 

 

●聖書箇所 

【フィリピの信徒への手紙 3章 6節、新約聖書364ページ】 

「わたしは生まれて八日目に割礼を受け、イスラエルの民に属し、ベニヤミン族の出身で、

ヘブライ人の中のヘブライ人です。律法に関してはファリサイ派の一員、熱心さの点では

教会の迫害者、律法の義については非のうちどころのない者でした。」 

 

【マタイによる福音書6章 24節、新約聖書10ページ】 

「だれも、二人の主人に仕えることはできない。一方を憎んで他方を愛するか、一方に親し

んで他方を軽んじるか、どちらかである。あなたがたは、神と富とに仕えることはできな

い。」 

 

【ルカによる福音書 19章 8節、新約聖書146ページ】 

「しかし、ザアカイは立ち上がって、主に言った。『主よ、わたしは財産の半分を貧しい人々

に施します。また、だれかから何かだまし取っていたら、それを四倍にして返します。』」 

 

 



【テモテへの手紙一 6章 17-19節、新約聖書390ページ】 

「この世で富んでいる人々に命じなさい。高慢にならず、不確かな富に望みを置くのでは

なく、わたしたちにすべてのものを豊かに与えて楽しませてくださる神に望みを置くよう

に。善を行い、良い行いに富み、物惜しみをせず、喜んで分け与えるように。真の命を得る

ために、未来に備えて自分のために堅固な基礎を築くようにと。」 

 


